
平成３０年度 第４回 

八王子市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会 次第 

 

日時 ： 平成３０年１２月２５日（火） 

     １４時～ 

場所 ： ５０２ 会 議 室 

 

１． 開 会  

２． 議 題       

第３期八王子市地域福祉計画における「包括的な地域福祉ネット

ワーク会議」の開催について 

 

３． 報 告 

「第３次八王子市地域福祉推進計画」の進捗状況について 

（八王子市社会福祉協議会） 

 

４． 閉 会 

 

 

 

 ❐配布資料 

資料１ 「包括的な地域福祉ネットワーク会議」概要 

資料２ 八王子市第３期地域福祉計画における「包括的な地域福祉 

ネットワーク会議」について 

資料３ 「包括的な地域福祉ネットワーク会議」イメージ図 

資料４ 「第３次八王子市地域福祉推進計画」の進捗状況について 

 



資料１ 

「包括的な地域福祉ネットワーク会議」概要 

 

 

１．会議の目的について 

    専門的な相談・支援機関（以下、「各機関」という。）及び地域福祉推進拠点が地域

ネットワークの中で把握した困難な地域生活課題について、各機関が連携して対応方

法を検討し、課題の解決を図るとともに、情報共有を推進し各機関間のネットワーク

を強化することを目的とする。 

 

 ２．会議の位置付け 

第３期八王子市地域福祉計画に示す施策「地域を基盤とする包括的な相談・支援体

制の強化」の主な取組のひとつとして、同計画本冊 51頁に掲載の会議である。 

 

３．会議が所掌する事項 

（１）各機関による困難な地域生活課題の包括的な把握と、具体的解決策の検討 

（２）地域生活課題に関連する、各機関間の情報共有 

 

４．会議の参加者 

（１）会議は、別表に掲げる機関等の職員をもって構成する。 

  （２）会議には、議長を置き、会議開催毎に別表に掲げる各機関の職員のうち１名を充

てるものとする。 

 

 ５．会議の開催回数 

    会議は、年２回の開催とする。 

 

 ６．事務局 

    会議の事務局は、八王子市福祉部福祉政策課とし、以下に掲げる事務を行うものと

する。 

  （１）会議開催前に、会議の参加者から、複雑な地域生活課題を収集する。また、収集

した課題については、会議開催前に、会議の参加者へ周知する。 

（２）前項に示す課題収集後、必要があると認める場合は、別表に掲げる者以外の者に、

ネットワーク会議への出席を求める。 

（３）会議の参加者へ、開催を通知するほか、資料・会場等の準備を行い、会議の円滑

な進行を図る。 

（４）会議の開催後、議事録を作成し、参加者へ配布する。また、個人情報に留意した

うえで、ホームページ等にて議事録を公開する。 

  



資料１ 

【別表】 

 

 

 

 

各地域の代表 

 

地域福祉推進拠点 

八王子市社会福祉協議会支えあい推進課 

専門的な相談・ 

支援機関 

高齢者あんしん相談センター 

八王子市福祉部高齢者福祉課 

障害者地域生活支援拠点 

八王子市福祉部障害者福祉課 

八王子市福祉部生活自立支援課 

成年後見・あんしんサポートセンター八王子 

八王子市社会福祉協議会福祉総務課 

保健所 

八王子市健康部保健対策課 

八王子市医療保険部大横保健福祉センター 

八王子市医療保険部東浅川保健福祉センター 

八王子市医療保険部南大沢保健福祉センター 

八王子市子ども家庭部子ども家庭支援センター 

八王子市学校教育部教育支援課（教育センター） 

男女共同参画センター 

八王子市市民活動推進部男女共同参画課 

八王子市市民部消費生活センター 

居住支援協議会 

八王子市まちなみ整備部住宅政策課 
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八王子市第３期地域福祉計画における「包括的な地域福祉ネットワーク会議」について 

 

 

 

１．会議について（資料３－１参照） 

    ・専門的な相談・支援機関（第３期計画の本冊 52頁イメージ図の下の○）によっ

て構成される。 

・会議は、市で１つ設置する。 

 

２．会議に関する検討事項 

（１）参加者 

・実務者を中心とした構成とする。 

計画本冊 52pに示す専門的な支援・相談機関の実務者を中心に選任し、具体

的な連携事例や、課題解決への方法を示すことができる、下表の参加者とす

る。 

 

相談・支援機関等名称 想定出席者 所管課・担当 

【地域福祉推進拠点】 

地域の代表として、地域

福祉課題を報告する。 

各地域福祉推進拠点のＣＳ

Ｗ（コミュニティソーシャ

ルワーカー） 

福祉部 福祉政策課 

社会福祉協議会 支えあい

推進課 

高齢者あんしん相談セ

ンター 

高齢者あんしん相談センタ

ーの代表 

高齢者福祉課・相談担当主

査 

福祉部 高齢者福祉課 

 

障害者地域生活支援拠

点 

障害者地域生活支援拠点の

代表 

障害者福祉課・援護担当主

査 

福祉部 障害者福祉課 

生活自立支援課 企画・調整担当主査または

支援担当主査 

福祉部 生活自立支援課 

成年後見・あんしんサポ

ートセンター八王子 

 

社協・成年後見担当主査 

成年後見・あんしんサポー

トセンター運営委員会委員

[弁護士] 

福祉部 福祉政策課 

社会福祉協議会 福祉総務

課 

 

保健所 地域保健担当主査または相

談員の代表［保健師］ 

健康部 保健対策課 

大横保健福祉センター 母子保健・成人・介護相談

担当主査 

医療保険部 大横保健福祉

センター 
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東浅川保健福祉センタ

ー 

母子保健・成人・介護相談

担当主査 

医療保険部 東浅川保健福

祉センター 

南大沢保健福祉センタ

ー 

母子保健・成人・介護相談

担当主査 

医療保険部 南大沢保健福

祉センター 

子ども家庭支援センタ

ー 

子ども家庭支援センター主

査（クリエイト子家セン） 

子ども家庭部 子ども家庭

支援センター 

教育支援課 

（教育センター） 

総合教育相談室主査［臨床

心理士］ 

学校教育部 教育支援課 

男女共同参画センター 相談担当主査またはＤＶ相

談支援センター相談員の代

表 

市民活動推進部 男女共同

参画課 

消費生活センター 相談担当主査または消費生

活相談員の代表 

市民部 消費生活センター 

居住支援協議会 居住支援協議会担当主査 まちなみ整備部 住宅政策

課 

【事務局】 担当・主査 福祉部 福祉政策課 

  

 

○市職員が出席の場合、相談業務の取りまとめ担当主査とするか、相談により身近

に接する相談員とするかは、各所管の意向を確認する。 

 

○各機関は、複数機関が圏域を持って活動しているもの（包括、子家セン等）、 

複数機関あるが圏域を持っていないもの（障害拠点）、ひとつの機関で全市を 

範囲としているもの（消費生活センター等）がある。 

会議の参加者としては、複数が活動している機関については、代表した１名に参

加を依頼する。 

 

○地域福祉推進拠点のＣＳＷについては、地域の代表として課題を報告してもらう

ため、各拠点から参加する。 

 

○各機関に加え、専門職である弁護士（成年後見・あんしんサポートセンター八王

子運営委員会委員）に出席を依頼する予定。なお、医療関係専門職としては、保

健対策課から保健師、教育支援課からは臨床心理士の参加を依頼する。 

 

 

（２）会議の役割について 

    ・「情報共有や地域生活課題の把握・解決に向け、課題を包括的に受け止め、サー

ビスを一体的に実施する方法」等について検討（計画本冊 51p） 
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    ・会議では、各機関が、それぞれの対応事例や他機関との連携事例等を持ち寄り、

共有することで、地域で解決が困難な課題への対応方法を検討する。 

    ・本会議で検討した内容について、各拠点及び各機関が地域に戻すことで、地域に

おける課題解決能力を高める。 

 

○課題は地域から上がってくるものを前提とし、事務局が会議の前に各地域福祉推

進拠点及び各機関に対し照会し、次回の議題となる課題を収集する。収集した課

題については、会議開催前に、事務局から参加者に周知する。 

    （資料３－２参照） 

 

○各拠点では、会議で検討された地域福祉課題への対応方法等を、それぞれのＣＳ

Ｗが参加または形成する地域のネットワークにおいて提示・実施する。 

各拠点の地域ネットワークへの参加については、各所管がすでに実施しているネ

ットワーク会議等がある場合は活用する。 

 

○各機関においては、それぞれが関わる地域のネットワークにおいて、課題への対

応方法を提示・実施する。 

    （資料３－１参照） 

 

    ○会議の開催は、年２回とする。 

 

○会議については、必要に応じて参加メンバーを追加する等、議論の内容によって、

構成員を加えることも想定する。 

 

○他所管が今後、同様のネットワーク会議等を新たに設置する場合は、本ネットワ

ーク会議を合同で開催することで、会議運営の効率化を図ることも想定する。 

 

 

（３）会議の公開について 

・個人情報に十分留意したうえで、会議録を市ホームページで公開する。 

 

 

 

 



「包括的な地域福祉ネットワーク会議」　イメージ図 資料３－１

専門的な相談・支援機関 
 

○高齢者あんしん相談センター       ○子ども家庭支援センター         ○障害者地域生活支援拠点 

○教育支援課               ○生活自立支援課             ○男女共同参画センター 

○成年後見・あんしんサポートセンター   ○消費生活センター            ○保健所 

○居住支援協議会             ○保健福祉センター 

 

 

地域福祉推進拠点・ＣＳＷ 
［社会福祉協議会］ 

包括的な地域福祉 

ネットワーク会議 

【会議参加】 

連携事例等の報告 

【会議参加】 

地域生活課題・困難事例等の報告 

課題・事例への 

対応方法の提示 

地域ネットワーク 

 
        ○町会・自治会    ○シニアクラブ    ○ボランティア 

       ○学校        ○ＰＴＡ       ○子ども会 

       ○ＮＰＯ       ○社会福祉法人    ○企業・商店 等 

民生委員・児童委員 

地域生活課題を抱える住民 

ＣＳＷによる地域ネットワーク参加 

地域生活課題・困難事例の対応・把握 

 

会議で提示された対応方法を地域ネット

ワークに伝達し、課題へ対応 

 

課題・事例への 

対応方法の提示 

個別の相談・

課題把握 

個別の対

応・解決、

ネットワー

ク会議で提

示された対

応方法の実

施 



会議開催の流れ　イメージ図

年２回開催

　　地域生活課題の把握

資料３－２

課題等収集 案配布 

検討依頼 
事前意見集約 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

 

回答・提示 

               １～２ヶ月 

CSW 各機関 

事務局 

CSW 各機関 

地域 

回

答

・

提

示 



中学校区・拠点・会議の関係イメージ図

地域

地域生活課題の把握 地域生活課題の把握

拠点

会議

拠点

地域生活課題の把握 地域生活課題の把握

地域

資料３－３

A中学校区 

地域福祉推進拠点① 

B中学校区 C中学校区 D中学校区 

地域福祉推進拠点② 

包括的な地域福祉 

ネットワーク会議 

E中学校区 F中学校区 G中学校区 H中学校区 

地域福祉推進拠点③ 地域福祉推進拠点④ 






































